

























































































































































































































































































































































































































































































































































( 1 ) 本書におけるバタイユの著作への参照は、次のように行う。翻訳がある場合
は、それを優先して出典箇所を指示する。引用に際しては、既訳のある場合には
借用させていただいたが、文脈に合わせて変更した場合がある。フランス語の出
典は、基本的に Les Oeuvres complètes de Georges Bataille, tomes 1-12, Gallimard,
1970-1988)による。巻数とページの指示は、O.C., t.1, p.1 のように行う。以下に述
べるニーチェへの共感については、筆者の『ニーチェの誘惑』、書肆山田、1996、
を参照していただきたい。
( 2 ) Souverainté, O.C., t.8, p.640. Albert Camus ou la défaite de Nietzscheと題された断
片から。
( 3 ) 『至高性』、湯浅博雄、中地義一、酒井健訳、人文書院、1990 年、p.259。
O.C., t.8, p.401.
( 4 ) 『内的体験』、出口裕弘訳、平凡社ライブラリー、p.76。O.C., t.5, p.39.
( 5 ) 『至高性』、前出、p.259。O.C., t.8, p.401.
( 6 ) 『ニーチェの誘惑』、吉田裕訳、書肆山田、1996 年、収録、p.94。O.C., t.1,
p.510.
( 7 ) 『内的体験』、前出、p.253。O.C., t.5, p.128.







( 9 ) 『ニーチェについて』、出口裕弘訳、現代思潮社、p.209。O.C., t.6, p.125.
(10) 以下の引用は『至高性』からで、出典箇所は順に次の様である。p.267、O.C.,
t.8, p.406。p.291、O.C., t.8, p.423。p.267、O.C., t.8, p.406。p.361。O.C., t.8, p.407。
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nouvelle édition, folio, 1995, pp.61-82。またヘーゲル受容全般については、De
Kojève à Hégel : 150 ans de pensée hégelienne en France, Gwendoline Jarczyk et Pierre et
Jean Labarriere, Albin Michel, 1996 による。
(13) 「ヘーゲルとの最初の対決」、Raymond Queneau, Premières Confrontations avec






(15) 「ヘーゲル弁証法の基礎に関する批判」、前出、p.276、O.C., t.1, p.279.
(16) 「ヘーゲル弁証法の基礎に関する批判」、前出、p.287、O.C., t.1, p.286.
(17) 「ヘーゲル弁証法の基礎に関する批判」、前出、p.288、O.C., t.1, p.286.
(18) シュリヤの評伝による。『G.バタイユ伝』、西谷、中沢、川竹訳、1991 年、河
出書房新社、p.244 からの再引用。Georges Bataille : la Mort à l’œuvre, nouvelle
édition, Michel Shrya, Gallimard, 1992, p.231.
(19) 『ヘーゲル読解入門』、上妻精・今野雅方訳、国文社、1987 年。Introduction à
la lecture de Hegel, Gallimard, 1947.
(20) 「死と供犠」、前出、p.434。O.C., t.12, p.326.
(21) 「人間と歴史」、前出、p.257。O.C., t.12, p.362.




























(26) 「死と供犠」、前出、p.437. O.C., t.12, p.338. 
(27) 「死と供犠」、前出、p.213. O.C., t.12, p.336. 次の長文の引用も同じ。
(28) 「死と供犠」、前出、p.217. O.C., t.12, p.337.
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